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式 次 第 

一．開式のことば           進藤 颯真 

一．国家斉唱           指揮：廣川 柊羽 

伴奏：鈴木 汐夏 

一．主催者代表式辞      富津市長 高橋 恭市 

一．来賓祝辞 

衆議院議員      浜田 靖一 様 

千葉県議会議員   渡辺 務   様 

富津市議会議長   平野 英男 様 

一．主催者及び招待者紹介  髙林 佑弥 

一．祝電披露           鈴木 穂夏 

一．実行委員長挨拶      秋葉 成央 

一．記念行事 「ふっつ思い出ビンゴ！」 

一．閉式のことば         進藤 颯真 

一．地区別記念写真撮影



お祝いのことば 

令和７年の新春を迎え、本日晴れやかに二十歳の

集いを迎えられた皆さん、おめでとうございます。 

また、今日まで深い愛情を持ってお子さんを支え

立派に育て上げられましたご家族の皆様に、深く敬

意を表しますとともに重ねてお喜び申し上げます。 

現代は、緊迫化する社会情勢、少子化による人口減少、地球温暖化

に起因すると思われる気候変動、AI などのデジタル技術の急速な進

化など、時代の大きな潮流の中に有り、これから皆さんが進む人生の

中で、様々な新しい経験や自身を取り巻く環境が大きく変化する事も

あるかと思います。 

そのような時代だからこそ、常に自分自身を見失うことなく、自ら

の行動に自覚と責任を持ち、柔軟な発想や行動力をもって様々なこと

に挑戦し、人と人との繋がりを大切に力強く人生を切り拓いていって

ほしいと思います。 

しかし、時には上手くいかず、落ち込み、道に迷った時には、自身

の根っこが富津市に有ること、富津市の豊かな緑や輝く海の青さ、ま

たふるさとの多くの人達が応援してくれていることを是非思い出し

てください。 

きっと皆さんの背中を押し、前へ進む力を与えてくれるはずです。

そして近い将来、皆さんが、これまでの支えられる側から支える側と

なり、社会の中心として成長されることを期待しています。 

結びに、人生の大きな節目を迎え、これから自らの夢や目標に向け

て歩み始める皆さんに、心からエールを送るとともに、一人一人の輝

かしい前途に幸多からん事を祈念してお祝いの言葉といたします。

令和７年１月吉日

富津市長 高 橋 恭 市



二十歳の皆さんへ 

二十歳を迎えられた皆さん、おめでとうございます。

久しぶりに友達と会い、懐かしさでいっぱいのことと思

います。楽しかった小学校の思い出、仲間と汗を流した

部活動、友と競った体育祭、気持ちを一つにして歌った

合唱など多くの思い出が浮かんで来たでしょうか。 

現在、理不尽な他国への侵略行為や民族紛争、大規模

な自然災害、多発する闇バイトによる強盗事件などが毎日のように報道さ

れていますが、富津市は「人と人がつながる あったかふっつ」というフ

レーズでまちづくりを進めています。人として生きる上で大切なことは、

人権を尊重し、人を思いやり、人と人とが温かい心でつながることだと思

います。 

宮澤章二氏の「行為の意味」という詩に、『心は見えないけれど心遣いは

見える。胸の中の思いは見えないけれど、思いやりは見える。あたたかい

心があたたかい行為になり、やさしい思いが、やさしい行為になるとき、

心も思いも初めて美しく生きる。それは人が人として生きることだ。』とあ

ります。 

マザーテレサは次の言葉を残しています。 

「思考に気をつけなさい それはいつか言葉になるから」 

「言葉に気をつけなさい それはいつか行動になるから」 

「行動に気をつけなさい それはいつか習慣になるから」 

「習慣に気をつけなさい それはいつか性格になるから」 

「性格に気をつけなさい それはいつか運命になるから」 

皆さん一人ひとりの行動が明日の社会をつくります。 

自信と誇りをもって一歩一歩歩んでください。 

皆さんのご活躍とご多幸を心より祈念いたします。 

令和７年１月吉日 

富津市教育長 岡根 茂



実行委員からの一言メッセージ 
実行委員長 秋葉 成央（大貫中学校出身） 

実行委員長の秋葉成央です。本日、皆様と共に「二十歳の集

い」を迎えられることを心から嬉しく思います。私たち実行

委員一同、皆様にとって思い出深い一日となるよう、心を込

めて準備をいたしました。新たな門出を皆様と共にお祝いで

きることを楽しみにしています。どうぞ、素晴らしい時間を

お過ごしください。

副実行委員長 進藤 颯真（天羽東中学校出身） 
本日は、二十歳の集いにお集まりいただき誠にありがとう

ございます。二十歳という節目を迎えた中で、昔の友達や親

友と再会し、懐かしさと共に嬉しさを感じていると思いま

す。また、今までの自身の成長に関わった、家族や周囲の

人々に改めて感謝の気持ちを表す良い機会でもあります。新

たな大人の第一歩として歩み始めて行けるような、素晴らしい式典にな

るよう、努力させていただきます。よろしくお願いいたします。 

実行委員 平野 智章（富津中学校出身） 
本日は二十歳の集いに参加していただきありがとうござい

ます。二十歳という節目の歳をこうして皆さんと祝えること

を嬉しく思います。また、この式典が皆さんにとって新たな

一歩を踏み出すきっかけのひとつになればと思います。 

慣れ親しんだ仲間と一喜一憂し、何気ないことに感謝を忘

れず過ごしていきましょう。最後になりますが、二十歳の集いに携わっ

た全ての方々に感謝申し上げます。 

実行委員 渡邉 一輝（富津中学校出身） 
この度は、二十歳の集いを皆様と共に無事迎えることがで

き、大変嬉しく思います。今日この日を迎えることができた

のは、私たちを支えてくれた家族や友人、先生方や地域の皆

様、そして、今日まで前進を続けてきた一人一人の力である

と思います。感謝を胸に、この記念すべき門出の日を共に祝

い合いましょう。本日はよろしくお願いします。 

実行委員 森 煌葉（富津中学校出身） 
本日は人生の大きな節目である二十歳の集いを無事に皆さ

んと迎えることができ、大変嬉しく思います。 

今日という日を迎えられたのは、家族や友達、地域の方

など周りの方々の支えや、20 年間逞しく生き抜いてきた皆

さん一人一人の存在があってこそ成り立っていると感じま

す。家族や友達、様々な人に感謝を込めて、皆さんの思い出に残る素敵

な式にできるよう精一杯努めさせていただきますので、よろしくお願い

します。 



実行委員 鈴木 汐夏（大貫中学校出身） 
二十歳を迎えられた皆さん、おめでとうございます。本

日、二十歳の集いを迎えられたのは、家族や友人の支え、こ

れまで楽しいことも苦しいことも経験し、乗り越えてきた皆

さん一人一人がいるからです。そんな式典を皆で思い出に残

るものにしましょう。しっかりと役目を務めさせていただき

ます。よろしくお願い致します。 

実行委員 澤邉 海凪（佐貫中学校出身） 
二十歳を迎えられた皆さん、おめでとうございます。二十

歳という節目をめでたく迎えられたことは、ご家族やご友

人、地域の方々など、たくさんの人々の支えがあってのこと

だと思います。その方々への感謝の気持ちを忘れず、式典に

臨みましょう。人生に一度のこの式典が皆様の心に残るもの

になるように、精一杯尽力させていただきます。よろしくお

願いします。 

実行委員 玉川 小遥（佐貫中学校出身） 
本日は、「二十歳の集い」へのご参加、誠にありがとうご

ざいます。今日、この日を迎えられたことを大変嬉しく思い

ます。二十歳という節目を迎えられたのは、家族や友人、地

域の方々などたくさんの人の支えがあってからこそです。こ

の感謝の気持ちを忘れず、皆さんの思い出になるような素敵

な式になるように、精一杯努めさせていただきます。よろし

くお願いします。

実行委員 髙林 佑弥（天羽中学校出身） 
この度は二十歳の集いへのご参加、誠にありがとうござい

ます。中学校を卒業し、久々の友人やお世話になった方との

再会に胸を躍らせていることでしょう。二十歳の集いは未来

への希望を胸に新たな一歩を踏みだす門出の瞬間です。本

日、ご参加いただいた皆様の心に残るような式典になるよう

尽力いたします。よろしくお願いします。最後になりました

が、式典にあたってご協力していただきました皆様に感謝申し上げま

す。 

実行委員 諸岡 亜美（天羽中学校出身） 
この特別な日を迎えるにあたり、今まで共に歩んできた友

人や支えてくださった家族へ感謝の気持ちでいっぱいです。

二十歳は大人への第一歩であり、新たな挑戦が待っていま

す。この集いを通じて、友人と共に喜びを分かち合い、家族

への感謝を忘れず、未来へ一歩踏み出していきましょう。こ

の集いが皆さんにとって素敵な思い出の１ページになるよう

精一杯努めさせていただきます。 

実行委員 鈴木 穂夏（天羽東中学校出身） 
本日はおめでとうございます。 

二十歳という節目を無事に迎えられたこと、大変嬉しく思

います。今まで関わってくれた友人、家族、先生方に感謝を

忘れずにこれからの輝かしい未来に進んでいきましょう。本

日はよろしくお願いいたします。 



富津市民憲章 

美しい海と山にかこまれ、緑と太陽に恵まれた、文化遺産豊かな歴史

のふるさとに住むわたくしたち富津市民は、生々発展する新しいまちづ

くりのために努力することを誓って市民憲章を定めます。 

１ 恵まれた自然を生かし、美しいまちをつくりましょう。 

１ 友愛と感謝の気持ちで、明るいまちをつくりましょう。 

１ としよりやこどもを大切にし、幸せなまちをつくりましょう。 

１ 健康で仕事に励み、豊かなまちをつくりましょう。 

１ 教養を高め、文化の香り高いまちをつくりましょう。 

昭和４９年１０月１日制定 

富津市家庭憲章 
次代を担う青少年が健やかにたくましく育つことは、われわれ市民の

共通した願いです。その願いを込めて、この富津市家庭憲章を市民運動

として展開し、明るく健康的な家庭をつくりましょう。 

１ あいさつは、きちんとはっきりいいましょう。 

１ 家庭では、なんでも話しあいましょう。 

１ 心と体をきたえ、みんなでなかよくしましょう。 

１ 感謝と奉仕の心をもちましょう。 

１ 社会のきまりを守り、責任のもてる行動をしましょう。 

昭和５９年２月制定 



富 津 市 

富津市教育委員会 

富津市二十歳の集い実行委員会


